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 多くの脊椎動物の卵は減数第二分裂中期で停止して排卵される。受精をきっかけに後

期へと移行し、分配された染色体から雌性前核と第二極体が、精子核から雄性前核が形

成され、続いて卵割分裂・胚発生が始まる。我々は以前、クロモキネシン Kid/kinesin-10
欠損マウスの受精卵では、雄性前核は正常であるが雌性前核が高頻度に多核となり、そ

の後の数回の卵割分裂時にも約半数の胚に多核をもつ割球が出現することを報告した。

Kidは分裂後期~終期に起こる、染色体の高度な密集（コンパクション）に寄与してお
り、雌性前核形成時および受精後数回の卵割分裂時特異的に観察された多核化はそのコ

ンパクションの欠如が原因であると考えられたが、なぜ Kidの欠損は前核形成と数回の
卵割期に特異的に異常を来すのか、なぜすべての胚ではなく半数の胚だけが異常核をも

つのかなど、未解明の点が多く残されていた。 
 私たちは現在、マウス初期胚の染色体動態、紡錘体形成、核膜形成過程について詳細

なライブイメージング観察を行っており、本発表では観察結果から示唆されたマウス卵

の前核形成過程の特性やその生理的意義、上記の疑問点に対する答えの一部について報

告し、議論したい。【大杉美穂】 
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